
 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

「東京から平和と憲法を守る」鳥越候補 

投票日まで、あと 1週間! 
東京都知事選投票の投票日があと１週間後に迫りました。日本共産党・民進党など野党と広範な

都民・市民が推す鳥越俊太郎氏の、日本の平和と憲法を守り抜くという決意表明に、反響が広がっ

ています。都知事選は鳥越氏と、改憲を基本理念として掲げる直前まで自民党衆院議員だった元防

衛相、「政治と金」で辞めた前知事が推す自公公認候補の大激戦です。都政の刷新だけでなく憲法

を守る点でも、期待に応えられるのは鳥越氏です。安倍首相による憲法破壊策動が強まる中で、憲

法を守る知事を誕生させ、憲法を生かす都政を実現することが重要です。 

 「人権・平和・憲法を守る東京を」「東京から平和と憲法を守る｡核も原発もない社会をつくる｣

と、鳥越氏は、街頭の演説でも、ビラなどの宣伝でも、平和と憲法を守ると力を込めて訴えます。 

 鳥越氏は、作家の澤地久枝氏らと戦争法反対で運動してきた方です。参院選で自民、公明など改

憲勢力が参院でも「３分の２」の議席を獲得したのを見て、このままでは日本が「戦争する国」に

なってしまう、日本の大事な憲法を変えようとする流れを止めたいと、都知事選への立候補を決意

しました。 

 鳥越氏が演説や集会での話で力を込めているのは、平和 

や憲法の問題が都政に直結する大問題だということです。 

都知事と都政の一番大事な仕事は、1300 万都民の命と暮ら 

しを守ることです。戦争法と憲法改悪で日本が「戦争する 

国」にされれば、都民の命も暮らしも破壊されます。戦争 

準備のために都民の暮らしが圧迫されたり、東京都の活動 

が動員されたりもしかねません。戦争法や憲法改悪の問題は、 

他候補が批判するような都政に関係ない問題ではないのです。 

 また、鳥越氏は都議会と協力して「非核都市」を宣言するとしています。核兵器による戦争を許

さないとともに、原発についても「原発ゼロ」を目指すと明言します。 

 鳥越氏が主張する、都政を都民に取り戻し「住んでよし」「働いてよし」「学んでよし」「環境に

よし」の東京を実現するという都政の課題も、平和と憲法を守り抜いてこそ達成できます。 

 日本の首都である東京、その東京に平和と憲法を守る知事が誕生すれば、日本の政治にも世界の

政治にも大きな影響を及ぼすことは明らかです。安倍政権の改憲の動きを食い止めようと名乗りを

上げた鳥越氏の勇気に、都民から期待の声が高まるのは当然です。 

 知事選に立候補した元防衛相の女性候補は、自民党内でも有数の改憲・タカ派で、憲法の改悪ど

ころか核武装まで主張してきました。自公に推された元総務相の候補も、改憲に反対していません。

鳥越知事の実現で、全国と世界に平和と憲法を守り抜くメッセージを発信することが重要です。 

 都政ではいま、急速に進む高齢者問題や保育所の待機児などが大問題です。平和を守り、暮らし

を優先する憲法を都政に生かし、税金を暮らし優先に切り替えてこそ、都民の暮らしが守られます。 
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改憲・核武装を主張する都知事では困る! 

“改憲右翼隠し” 小池都知事候補 

「日本会議」系議連役職「横顔」に明記せず 

 東京都知事選に立候補した自民党前衆院議員・小池百合子元防衛相の公式インターネットサイト

上のプロフィルに、自ら加盟する改憲右翼団体「日本会議」系議員連盟について一切明記していま

せん。 

 下記の 2014 年の役員名簿のように、小池氏は、「日本会議」とともに行動してきた議連「日本会

議国会議員懇談会」の副幹事長や副会長を歴任してきました。衆院選出馬のさいにも日本会議の機

関誌『日本の息吹』で「ご健闘を期して」と氏名を紹介されるなど、同会議の事実上の“推薦候補”

として活動してきました。 

 小池氏の公式サイト上のプロフィルには、「日本エジプト友好議連」など対外友好議連の会長職

や、「婚活・街コン推進議連」会長、「無電柱化議連」会長代理など、１５もの議連の役職を列挙。

ところが、安倍晋三首相や麻生太郎副総理(2014 年は特別顧問)ら自民党政権の中心人物も加盟する

「日本会議国会議員懇談会」について、小池氏のプロフィルでは触れられていません。 

 小池氏のプロフィルに各議連の役職一覧が記載され始めた昨年５月当時から、同「懇談会」につ

いては除外されてきました。 

 日本の過去の侵略戦争は「アジア解放｣の｢正義の戦争」だったと主張し、「緊急事態条項」創設

などの憲法改悪や首相の靖国神社参拝を要求する日本会議との関わりこそ、改憲右翼政治家として

の本性を示す真の｢横顔｣といえます。 

２０１４年４月１日当時の役員名簿 

特別顧問  麻生太郎、安倍晋三 

顧問 谷垣禎一、石原慎太郎、亀井静香   相談役 額賀福志郎、石破茂、山東昭子、鴻池祥肇 

会長 平沼赳夫                         会長代行  中曽根弘文 

副会長   古屋圭司、森英介、小池百合子、下村博文、菅義偉、高市早苗、新藤義孝、渡辺周、 

松原仁、藤井孝男、中山成彬、松野頼久、西村真悟、橋本聖子、山崎力 

幹事長      衛藤晟一                    副幹事長    加藤勝信 

政策審議会長  山谷えり子                政策審議副会長  萩生田光一、稲田朋美、磯崎陽輔 

事務局長    鷲尾英一郎 

小池候補 憲法改正が基本理念! 

小池候補のオフィシャルサイトに掲げられた「基本理念」は 7つ。立法府主導の政治 2.生活者

主権の確立 3.地方分権の徹底（道州制） 4.教育改革と多様な文化の創造 5.世界平和への貢献  

6.地球環境の保全とし、それぞれ数行の政策が掲げられています。 

そして、7番目として「憲法改正」の 4文字が記載されていますが、これだけがこの 4文字で、

具体的な中身は記載されていません。 

しかし、「憲法改正、景気回復、まったなし」2012.08.15 小池百合子の MOTTAINAI では、次のよ

うに掲載しています。 

安倍政権でさかんに謳われた「戦後レジームからの脱却」を進めなければならないと思います。 

領土問題など主権に関する教育をないがしろにし、原発の安全神話を支え、農業を衰退させてき

た自民党は、野党である今こそ大きくやり直す必要があります。憲法を改正するとともに、世界



 

 

での発言力を確保するためにも景気対策など経済の再生もまったなしです。 

やり直しましょう。 真摯に。確実に。 

小池候補 日本会議会長らと「東京に核ミサイル配備」！  

「私が 94年から主張してきたのは、『北朝鮮が核開発を続けているあいだは、日本は核武装では

なく、非核三原則における『核持ち込ませず』を凍結せよ』です。つまり、アメリカに核を持ち込

んでもらうほうがいい。日本がアメリカの核の傘に入ることを望むのであれば、核ミサイルを東京

にもってきてもらうのがベストです」 

 小池氏は一貫して日本の軍備増強を声高に主張し、核武装構想についても 2003 年の衆院選前に

毎日新聞が行ったアンケートで「国際情勢によっては検討すべき」と回答しています。 

 こうした小池氏の核武装推進の姿勢は政界でも問題視され、防衛相時代の 2007 年 8 月には、民

主党（当時）の辻元清美衆院議員が小池氏の「日本の核武装についての認識」に関して質問主意書

を政府に提出。その後から、小池氏は核武装推進を口にしなくなり、「私は総合的に判断して日本

の核武装はありえないと思います」などと述べています。 

各地のとりくみ 
徳島 1年を迎えた戦争法廃止昼休み連日宣伝 

  徳島憲法共同センターは 14 日、徳島駅前で戦争法廃止昼休み連日宣伝を行いました。昨年 7月

12 日から始まった宣伝は、台風通過と参院選の野党 4党共同街頭宣伝の 2日間を除いて年末年始も

続き、13日で 1年を迎えました。 

 この日、県労連の組合員らが「『9条守れ!』が圧倒的な国民の声」と書いたビラを配布。市民ら

がじっと目を通していました。 

 森口英昭事務局長は、選挙中は改憲発言を封印し、終わったとたんに議論を進める安倍首相を批

判。「国民は、憲法改定を『白紙委任』していない。独裁政治を許してはいけない」と訴えました。 

 13 日には「1年突破大行動」を行い、21 人の参加者が「戦争 NO」「9条を守れ」「アベ政治を許さ

ない」などのポスターを掲げ、リレートーク。新日本婦人の会県本部の山田節子会長は「32 の 1

人区のうち 11 選挙区で市民と野党が勝利した。これを確信に戦争を許さず、憲法を守り抜く声を

上げ続けよう」と呼びかけました。 

 宣伝を見つめていた三好正一郎さんは「戦争をしないようにするのが本当の政治だ。安倍政権は

戦前に戻ろうとしている」と語りました｡ 

岐阜 岐阜県共同センター憲法９条を守ろうと駅前で宣伝行動 

 憲法 9条を守る岐阜県共同センターは 14 日昼、戦争法廃止、憲法９条を守ろうと名鉄岐阜駅前

で新婦人、平和委員会、教組、労連、共産党など 7人が参加し、宣伝行動を行いました。 

 9 条センターの竹中美喜夫さんは、参院選の結果に触れ、「改憲勢力が 3分の 2を超えたが、自民

党は前回比で 10議席も減らし、野党統一候補が 11 選挙区で勝利した。改憲を一言も語らなかった

安倍政権に国民が白紙委任したことになせない」と厳しく批判しました。 

 新婦人の河合かおりさんらが「憲法９条変えることに賛成ですか、反対ですか」のシール投票を

行いました。79歳の男性は「自民、公明が取りすぎて怖い気がする。岐阜でもっと野党が結束でき

れば逆転できたと思う」。81 歳の女性は「戦争は絶対いやだ。憲法変える必要はない」と反対にシ

ールを貼りました。 

 30 分の行動で、憲法 9条を変えることに反対１６、賛成１、わからない 1でした。 


